
事　業　概　要 要求額

文化芸術による地域の
まちづくり推進事業
－町家や通り，空き地
等を活用した文化芸術
のまちづくり－

　町家が残り，祇園祭期間中には鉾が立つなど，日常に歴史と伝統が息づいている元明倫

学区において，京都芸術センターを拠点とし，旧住民とマンション住民，あるいは高齢者

世代と若い子育て世代が文化芸術活動を共に行う機会を提供し，コミュニケーションの回

復や地域のまちづくりの活性化，更には日常生活における文化芸術のより一層の定着を促

進する事業を実施する。

（具体的事業）

ア新旧住民のコミュニケーション回復

　①　陶芸等のワークショップを実施

　②　単に参加者が製作するだけではなく，作品をグランドに並べひとつの作品に仕上げ

　　る等参加者が一体感を持てるよう工夫

イ芸術家との交流による地域のまちづくり

　①　芸術家を海外から招聘

　②　一定期間（概ね半年）地域内に居住し（町家を想定），地域の行事に参加しなが

　　ら，地域の歴史や文化についてヒアリングを実施

　③　翌年度（平成20年度）室町通，新町通等における芸術作品の制作・発表

＜成果目標＞

　「文化芸術によるまちづくり」の方法を実践的に示し，地域住民主体の文化芸術による

まちづくり活動が市内の各地域で行われることを目指す。

12,000

□公民等役割分担の検討

■既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

（単位：千円）

検 討 が 必 要 な 事 項
文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

※この一覧表は，事業実施の意義は認められるものの，「検討が必要な事項」欄に記載した課題があるため，財政非常事態の下では，限られた財源
　を他の事業に振り向けざるを得ず，予算措置を見送った事業を掲載したものです。 - 39 -



事　業　概　要 要求額

（単位：千円）

検 討 が 必 要 な 事 項
文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

アートシンデレラス
トーリー創出事業

　文化芸術都市の創生のために大きな役割を担うことが期待される企業や社会活動団体等

のメセナ活動を応援し，また，これまでメセナ活動を行っていない企業，団体等にメセナ

活動への参加を促す。

（具体的内容）

ア　商工会議所等を通じた企業への働きかけや社会活動団体への呼びかけにより，本取組

　の趣旨に賛同し参画してもらえる企業・団体を募る。

イ　事業への支援を求める芸術家（個人・グループ）からの申請を受け付け，事業計画，

　アピールポイント，要望等をリスト化し，企業に送付。

ウ　「文化芸術目利き委員」を設けて，申請の中から「お薦め」の事業・芸術家を選定し

　てもらうとともに，リストを見た企業等からの申し出があったものを合せて，プレゼン

　テーションの対象とする。

エ　芸術家からプレゼンを行い，企業等からの質疑を受けたり，「文化芸術目利き委員」

　がコメントを付けるなどする。

オ　この取組に参加し，メセナ活動を行った団体を顕彰し，メセナ活動の気運を高める。

＜成果目標＞

　京都におけるメセナ活動の活発化を図り，企業をはじめ京都のまち全体で，若手をはじ

めとする芸術家の活動を支え，育成していく状況の創出を目指す。

4,460

□公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

文化財保護支援組織構
築

　これまで文化財保護は行政主導で行われており，本市が文化財に指定しているもの以外

は，その価値を十分に認識されないまま，保護されず失われつつあるものも少なくないと

考えられる。

　そこで，これまでの行政主導の取組に加え，地域住民等が率先して地域の文化財を護

り，活用していってもらえるよう，文化財を地域に活かすサポーター活動を行う「みやこ

文化財愛護推進員（仮称）」，専門的な知識を活かし地域文化財の保存・活用活動を行う

「みやこ文化財マネージャー（仮称）」の育成により，文化財保護支援組織を構築する。

＜成果目標＞

　地域住民等の自主的な取組として，地域の文化財の保護・活用を図る。

7,700

□公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

※この一覧表は，事業実施の意義は認められるものの，「検討が必要な事項」欄に記載した課題があるため，財政非常事態の下では，限られた財源
　を他の事業に振り向けざるを得ず，予算措置を見送った事業を掲載したものです。 - 40 -



事　業　概　要 要求額

（単位：千円）

検 討 が 必 要 な 事 項
文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

スポーツ施設に係る施
設改修交付金制度（仮
称）の創設

　本市所管のスポーツ施設は，老朽化が進行し，十分な改修・整備が行き届いていない状

況である。施設改修を早急に進めていくため，指定管理者の創意工夫と経営努力を活用し

た「スポーツ施設に係る施設改修交付金制度（仮称）」を創設する。

＜成果目標＞

　指定管理者の創意工夫による改修経費のコスト削減や工期の短縮によって，施設の改修

を効率的に進めていくことにより，施設の安心安全の確保と指定管理者による施設経営の

安定を図る。

155,000 □公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

□事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

制度要綱を策定のうえ，既
定経費で対応する。

戸籍事務電算化 　平成16年度の戸籍法改正により，届出，証明書の交付申請について電子申請に対応する

ことが可能となっており，将来的な電子申請のためには，戸籍事務の電算化が必要不可欠

である。

　また，他の政令都市においても，既に10市が電算化を実施済みである。

　現在手作業で行っている戸籍事務を電算化することにより，事務の効率化，簡素化とと

もに，証明書の広域交付の実施による市民サービスの向上を図ることができる。

　本事業においては，オンライン化する情報量が膨大であり，経費負担も大きいことか

ら，7箇年計画でのデータのセットアップに着手し，順次運用する。

　平成19年度は，連携する既存の住民基本台帳システムについて，戸籍電算化事務が効率

的に運用できるよう改修を行う。

＜成果目標＞

　戸籍証明の広域交付による市民サービスの向上及び事務の簡素化を図る。また，戸籍届

出等の電子申請の基盤整備を行う。

34,860

□公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

■後年度財政負担の検討

局配分枠予算で検討を進め
る。

※この一覧表は，事業実施の意義は認められるものの，「検討が必要な事項」欄に記載した課題があるため，財政非常事態の下では，限られた財源
　を他の事業に振り向けざるを得ず，予算措置を見送った事業を掲載したものです。 - 41 -



事　業　概　要 要求額

（単位：千円）

検 討 が 必 要 な 事 項
文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

団塊の世代を対象とし
た営農体験事業

　いわゆる団塊世代の大量の定年退職を控え，退職後の豊かな生き方を見つけるきっかけ

づくりの一つとして，定年前の勤労者世代を対象に，百井青少年村を拠点として地域資源

を活用した農林業を営む体験事業を実施する。

＜成果目標＞

　農林業を営む体験を実施することにより，勤労者福祉の向上を図るとともに，百井青少

年村の施設利用促進及び田畑や山林など地元資源の活用による地元の活性化が期待でき

る。また，青少年育成事業との連携により，世代間交流の促進にもつながる。

5,000 □公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

□事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

　全市的な「団塊の世代」対
策の一環として，局配分枠で
対応する。

※この一覧表は，事業実施の意義は認められるものの，「検討が必要な事項」欄に記載した課題があるため，財政非常事態の下では，限られた財源
　を他の事業に振り向けざるを得ず，予算措置を見送った事業を掲載したものです。 - 42 -


